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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　脳下垂体の中葉部に位置するメラニン細胞刺激ホルモン産生細胞からのα－ＭＳＨの放
出の誘発の誘導剤であって、ニコチン、そのアナログ、その前駆体、またはその誘導体を
有効成分として含有する、誘導剤。
【請求項２】
　有効成分としてニコチンを含有する、請求項１に記載の誘導剤。
【請求項３】
　ニコチン、そのアナログ、その前駆体、またはその誘導体を有効成分として含有する、
鎮痛剤。
【請求項４】
　有効成分としてニコチンを含有する、請求項３に記載の鎮痛剤。
【請求項５】
　ニコチン、そのアナログ、その前駆体、またはその誘導体を有効成分として含有する、
敗血症の治療剤。
【請求項６】
　有効成分としてニコチンを含有する、請求項５に記載の治療剤。
【請求項７】
　ニコチン、そのアナログ、その前駆体、またはその誘導体を有効成分として含有する、
抗炎症剤。
【請求項８】
　有効成分としてニコチンを含有する、請求項７に記載の抗炎症剤。
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